
 時々、雪はチラつく日もありますが、確実に春ですね。その一足早い春を探しに

出かけてみました。川べりには、ネコヤナギの冬芽が大きくなり葉が出てくるの

ももう少しですね。フキノトウはテンプラで食べるのはもうだいぶ、大きくなり

すぎてきたかな。 

 冬の間、ジッと雪の中で耐えてきた、サナギもきっともうすぐ、飛び出す頃か

な。水芭蕉は尾岱沼の湿地のあちこちで一斉に咲きだしますが、この日は、葉の先

端が僅かに地表に顔を出し始めていました。日当たりのよいところでは、早くも

咲き始めている水芭蕉も見つける事が出来ました。そして何より、食欲を誘う香

りを辺りに漂わせていた、ギョウジャニンニクも出始めていました。山菜の季節

ももうすぐ、本格的に始まりますね。 

 尾岱沼の春探し   写真は全て野付中学校３年生のＳ君が撮影しました。 

   

   

 

 


